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特集＊ディジタル時代のビデオ信号操作術

■ ディジタルでも輝度/色/同期の
三つの信号が必要

ディジタル・ビデオ信号は，信号伝送による劣化の

防止と信号の扱いやすさの要求から生まれました．伝

送される情報に関してみると，いままでビデオ信号は

輝度信号と色信号，同期信号でできていると述べまし

たが，ディジタル・ビデオ信号になってもそのことに

何ら変わりはありません．有効映像期間についてみれ

ば，アナログのビデオ信号をA－D変換したものその

ままと考えても差し支えないのです．

実際，有効映像期間に関していえば，RGB，Y/色

差コンポーネント，ハイビジョン，コンポジットと，

すべてのタイプのビデオ信号がディジタル化されてい

ます．

コンポジットのディジタル・ビデオ信号は放送局で

一時主流となりましたが，現在は過去の映像資産の使

用などに限定されつつあるのが現状で，主流はコンポ

アナログ・ビデオ信号と
ディジタル・ビデオ信号は何が違う？

ーネント・ディジタル・ビデオ信号となっています．

■ ディジタルには同期信号がない

● ディジタルではブランキング期間の信号レベルを

黒レベルに固定

写真1－1は，ディジタル・コンポーネント信号の

Y信号を波形化したものです．データ値を輝点で表す

表示方法で，D－A変換はしていません．

波形を見ると，アナログ・ビデオ信号とはブランキ

ング期間の様相がかなり違っています．ディジタル・

ビデオ信号では，ブランキング期間が黒レベルに固定

され，アナログ波形のような同期信号はありません．

以上は，実はハイビジョンも含めコンポーネントの

ディジタル・ビデオ信号に当てはまる説明です．現在

規格化されているコンポジットのディジタル・ビデオ

信号に関しては，アナログと同様の同期信号が付加さ

れています．

第1章 アナログ・ビデオ信号との
違いから長所/短所まで

わかる！
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ブランキング期間が黒レベルになっている�

写真1－11 ディジタル・コンポーネント信号のY 信号を波形化

したもの
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図1－1 ディジタル・ビデオ信号には同期信号がない



● なぜ同期信号がないのか

�A－Dコンバータの分解能を有効に使える
なぜ，このようなことをしているのでしょうか．理

由は二つあります．一つはディジタルの分解能をでき

るだけ有効に使いたいということです．8ビットの分

解能は256階調となりますが，アナログのように同期

信号を付加していると，そのぶんに階調を割かなけれ

ばならず，肝心の有効映像期間に割り当てる階調が少

なくなります．そこでディジタル・ビデオ信号では，

次に述べるように同期情報の伝送を別の方法として，

図1－1（b）に示すように，もてる階調をできるだけ有

効映像期間に割り当てるようにしています．

�同期信号がなくてもデータで同期を取る
もう一つの理由は，ディジタル・システムであれば

波形としての同期信号がなくても，同期タイミングを

示すパルスがあれば事足りるからです．受像側でアナ

ログ的な同期信号が必要であれば，ディジタルのタイ

ミング・データを時間的な基準にして，受像側で合成

すれば良いのです．

実際のディジタル・ビデオ信号では，図1－2のよ

うにブランキング期間にタイミング・データを付加し，

同期信号の代わりに使用しています．同期パルスと映

像信号の識別は，映像信号の数値データに禁止領域を

作り，同期パルスはその値を使います．例えば「00h，

FDh，FFhは同期情報とする」などです．詳しくは第

2章と第3章で説明します．

● ベース・バンド信号をディジタル化したもの

現在，ディジタル・ビデオ信号という言葉を使うと

き，いろいろな意味で使われています．前項でRGB，

Y/色差コンポーネント，ハイビジョン，コンポジッ

トと，すべてのタイプのビデオ信号がディジタル化さ

れていると説明しました．これらのタイプのディジタ

ル・ビデオ信号は，ベース・バンド信号といわれます．

ディジタル・ビデオ信号の定義

MPEG2やDVなどの圧縮タイプの信号もディジタ

ル・ビデオ信号と呼ばれる場合があります．さらに第

2章でお話しするDVIなどのディジタル・ビデオ伝送

の名前を冠してディジタル・ビデオ信号という場合も

あります．しかし，正確にはベース・バンド信号をサ

ンプリングした信号だけをディジタル・ビデオ信号と

呼ぶのです．少し拡大解釈してMPEG2などの圧縮信

号まではディジタル・ビデオ信号といえますが，

MPEG2も元はコンポーネント・ビデオ信号です．

● DVIやSDIは伝送方式の名称

これに対し，DVI，SDIなどは伝送方式を示してい

るのであって，伝送される信号はコンポーネント・デ

ィジタル信号やRGBディジタル信号です．したがっ

てDVIディジタル・ビデオ信号や，SDIディジタ

ル・ビデオ信号が独立して存在しているわけではあり

ません．

ディジタル・ビデオ信号では，元になるベース・バ

ンド・ビデオ信号の種類と伝送方法がいろいろ組み合

わされるので混乱しやすいです．詳細は第2章で説明

します．

■ 長所

ディジタル・ビデオ信号の長所は，

�伝送/蓄積による情報の劣化が起きない
�信号処理を数値演算できる
�キャリアの伝送速度と情報の伝送速度を別にで
きる

のようにいくつかありますが，最も重要な特徴は，伝

送したり蓄積するときに情報劣化しないということで

す．

写真1－2はハイビジョン・ディジタル・ビデオ信

号の一種であるHD－SDI信号の波形です．この信号

は2値信号で，（a）は信号源の出力に10 m，（b）は

100 mの5D－2V同軸ケーブルを通して受信した波形

です．（b）を見れば伝送による波形劣化が大きいこと

がわかります．しかし，受信装置はイコライジングと

いうテクニックを使うことで，この波形でも受信エラ

ーを起こすことがありません．伝送された情報はまっ

たく劣化しないで再生されます．イコライジングに関

しては第3章を参照してください．

■ 短所

● HDの場合アナログの50倍程度の伝送帯域が必要

次にディジタル・ビデオ信号の短所です．これもい

くつかあるのですが，大きな問題として伝送帯域が一

ディジタル・ビデオ信号の
長所と短所
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ブランキング期間の始めと終わりに同期パルスを付加する�
　始めのパルス：EAV(End of Active Video)�
                        …有効映像期間終わり�
　終わりのパルス：SAV(Start of Active Video)�
                           …有効映像期間始まり�
　EAVとSAVを総称してTRS(Timing Reference Signal)という�
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図1－2 ディジタル・ビデオ信号での同期信号の位置


